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 令和２年余市町議会第２回臨時会会議録（第１号） 

 

開 会  午前１０時００分 

閉 会  午後 ２時５２分 

 

                                                 

 

 〇招 集 年 月 日              

  令和２年５月２９日（金曜日）      

 

 〇招 集 の 場 所              

  余市町議事堂               

 

 〇開     会              

  令和２年５月２９日（金曜日）午前１０時 

 

 〇出 席 議 員  （１７名）       

  余市町議会議長 １２番 中 井 寿 夫 

  余市町議会副議長 １７番 土 屋 美奈子 

  余市町議会議員  １番 野 呂 栄 二 

      〃      ２番 吉 田   豊 

      〃      ３番 近 藤 徹 哉 

      〃      ４番 藤 野 博 三 

      〃      ５番 内 海 博 一 

      〃      ６番 庄   巖 龍 

      〃      ８番 白 川 栄美子 

      〃       ９番 寺 田   進 

      〃     １０番 彫 谷 吉 英 

      〃     １１番 茅 根 英 昭 

      〃     １３番 安 久 莊一郎 

      〃     １４番 大 物   翔 

      〃     １５番 中 谷 栄 利 

      〃     １６番 山 本 正 行 

      〃     １８番 岸 本 好 且 

 

 〇欠 席 議 員  （０名）        

 

 〇出 席 者              

  余 市 町 長  齊 藤 啓 輔 

    副    町    長  細 山 俊 樹 

    総  務  部  長  須 貝 達 哉 

  総 務 課 長  増 田 豊 実 

  企 画 政 策 課 長  阿 部 弘 亨 

    地 域 協 働 推 進 課 長  羽 生 満 広 

  財 政 課 長  髙 橋 伸 明 

  税  務  課  長  紺 谷 友 之 

  民 生 部 長  上 村 友 成 

  福 祉 課 長  照 井 芳 明 

  子育て・健康推進課長  芹 川 かおり 

  保 険 課 長  中 島   豊 

  環 境 対 策 課 長  成 田 文 明 

  経 済 部 長  渡 辺 郁 尚 

  農 林 水 産 課 長  濱 川 龍 一 

  商 工 観 光 課 長  橋 端 良 平 

  建 設 水 道 部 長  千 葉 雅 樹 

  建 設 課 長  篠 原 道 憲 

  まちづくり計画課長  庄 木 淳 一 

  下 水 道 課 長  北 島 貴 光 

  水 道 課 長  奈 良   論 

  会計管理者（併）会計課長  秋 元 直 人 

  農業委員会事務局長  水 野 貴 司 

  教 育 委 員 会 教 育 長  前 坂 伸 也 

  教 育 部 長  中 村 利 美 

  学 校 教 育 課 長  髙 田 幸 樹 

  社 会 教 育 課 長  浅 野 敏 昭 
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  選挙管理委員会事務局長 
               石 川 智 子 
  （併）監査委員事務局長 
 

 

 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  杉 本 雅 純 

  書         記  細 川 雄 哉 

  書         記  小 林 宥 斗 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 会議録署名議員の指名       

  第 ２ 会期の決定            

      議長の諸般報告          

      行政報告             

  第 ３ 報告第 １号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町一般会計補正予 

      算（第８号））          

  第 ４ 報告第 ２号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町介護保険特別会 

      計補正予算（第４号））      

  第 ５ 報告第 ３号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町国民健康保険特 

      別会計補正予算（第３号））    

  第 ６ 報告第 ４号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町後期高齢者医療 

      特別会計補正予算（第１号））   

  第 ７ 報告第 ５号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町公共下水道特別 

      会計補正予算（第２号））     

  第 ８ 報告第 ６号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和元年度余市町水道事業会計補 

      正予算（第４号））        

  第 ９ 報告第 ７号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和２年度余市町一般会計補正予 

      算（第１号））          

  第１０ 報告第 ８号 専決処分事項の承認 

      を求めることについて       

      （令和２年度余市町一般会計補正予 

      算（第２号））          

  第１１ 議案第 １号 令和２年度余市町一 

      般会計補正予算（第３号）     

  第１２ 議案第 ２号 令和２年度余市町国 

      民健康保険特別会計補正予算（第１ 

      号）               

  第１３ 議案第 ３号 余市町手数料徴収条 

      例の一部を改正する条例案     

  第１４ 議案第 ４号 余市町特定教育・保 

      育施設及び特定地域型保育事業の運 

      営に関する基準を定める条例の一部 

      を改正する条例案         

  第１５ 議案第 ５号 余市町放課後児童健 

      全育成事業の設備及び運営に関する 

      基準を定める条例の一部を改正する 

      条例案              

  第１６ 議案第 ６号 余市町家庭的保育事 

      業等の設備及び運営に関する基準を 

      定める条例の一部を改正する条例案 

  第１７ 議案第 ７号 余市町国民健康保険 

      条例の一部を改正する条例案    

  第１８ 議案第 ８号 余市町後期高齢者医 

      療に関する条例の一部を改正する条 

      例案               

  第１９ 議案第 ９号 余市町介護保険条例 

      の一部を改正する条例案      

  第２０ 議案第１０号 町有財産の取得につ 

      いて               

                              

開 会 午前１０時００分 
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〇議長（中井寿夫君） ただいまから令和２年余市

町議会第２回臨時会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は17名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立い

たしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 今期臨時会に提出されました案件は、議案10件、

報告８件、他に議長の諸般報告並びに行政報告で

す。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第119条の規定によ

り、議席番号５番、内海議員、議席番号６番、庄議

員、議席番号８番、白川議員、以上のとおり指名い

たします。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

 この際、議会運営委員会の委員長からの報告を求

めます。 

〇８番（白川栄美子君） 令和２年余市町議会第２

回臨時会開催に当たり、昨日午前10時より委員会室

におきまして議会運営委員会が開催されましたの

で、その審議経過並びに結果につきまして私からご

報告を申し上げます。 

 委員７名の出席の下、さらに説明員として細山副

町長、須貝総務部長、増田総務課長の出席がありま

したことをご報告申し上げます。 

 今期臨時会に提出されました案件は、議案10件、

報告８件、他に議長の諸般報告と行政報告でござい

ます。 

 会期につきましては、本日１日と決定いたしまし

たことをご報告申し上げます。 

 なお、日程の割り振りにつきましては、議員各位

のお手元に日程表が配付されておりますので、省略

させていただきます。 

 さらに、内容につきましてご報告申し上げます。 

 日程第３、報告第１号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町一般会計補正

予算（第８号））につきましては、即決にてご審議

いただくことに決しました。 

 日程第４、報告第２号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町介護保険特別

会計補正予算（第４号 ））につきましては、即決

にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第５、報告第３号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号））につきましては、即

決にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第６、報告第４号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号））につきましては、

即決にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第７、報告第５号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町公共下水道特

別会計補正予算（第２号））につきましては、即決

にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第８、報告第６号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和元年度余市町水道事業会計

補正予算（第４号））につきましては、即決にてご

審議いただくことに決しました。 

 日程第９、報告第７号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和２年度余市町一般会計補正

予算（第１号））につきましては、即決にてご審議

いただくことに決しました。 

 日程第10、報告第８号 専決処分事項の承認を求

めることについて（令和２年度余市町一般会計補正

予算（第２号））につきましては、即決にてご審議

いただくことに決しました。 

 日程第11、議案第１号 令和２年度余市町一般会

計補正予算（第３号）につきましては、即決にてご

審議いただくことに決しました。 

 日程第12、議案第２号 令和２年度余市町国民健
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康保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、

即決にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第13、議案第３号 余市町手数料徴収条例の

一部を改正する条例案につきましては、即決にてご

審議いただくことに決しました。 

 日程第14、議案第４号 余市町特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例案につきまして

は、即決にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第15、議案第５号 余市町放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案につきましては、即決にて

ご審議いただくことに決しました。 

 日程第16、議案第６号 余市町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例案につきましては、即決にてご審議

いただくことに決しました。 

 日程第17、議案第７号 余市町国民健康保険条例

の一部を改正する条例案につきましては、即決にて

ご審議いただくことに決しました。 

日程第18、議案第８号、余市町後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例案につきまして

は、即決にてご審議いただくことに決しました。 

日程第19、議案第９号 余市町介護保険条例の一

部を改正する条例案につきましては、即決にてご審

議いただくことに決しました。 

日程第20、議案第10号 町有財産の取得について

につきましては、即決にてご審議いただくことに決

しました。 

 以上を申し上げまして、議会運営委員会の報告と

いたします。 

〇議長（中井寿夫君） ただいま委員長から報告の

とおり、今期臨時会の会期は本日１日といたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、今期臨時会の会期は本日１日と決定いた

しました。 

 なお、今期臨時会は、地方自治法第121条第１項

の規定により説明員として通知のありました者は

お手元に配付のとおりでありますので、ご了承願い

ます。 

 次に、傍聴人の定員について申し上げます。 

 傍聴規則第３条の規定により、傍聴人は報道関係

者と他に一般傍聴者38名となっておりますことを

ご報告申し上げます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 次に、諸般の報告をいたし

ます。 

 地方自治法第235条の２第３項の規定によります

例月出納検査の結果報告が監査委員からありまし

たので、その写しを配付しておりますので、ご了承

願います。 

 次に、余市町情報公開条例第30条及び余市町個人

情報保護条例第45条の規定によります運用状況に

ついての報告が町長からありましたので、その写し

を配付しておりますので、ご了承願います。 

 以上で諸般報告を終わります。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 次に、町長から申出のあり

ました行政報告について発言を許します。 

〇町長（齊藤啓輔君） 新型コロナウイルス感染症

対策について行政報告を申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、昨年

12月、発生が報告されて以降国内外で多くの感染

者、さらには死亡者が報告されており、我が国にお

きましても指定感染症に指定され、北海道は２月

28日に緊急事態宣言を発出し、４月７日に政府が７

都府県に緊急事態宣言を発出し、４月16日には全国

に緊急事態宣言が拡大されるとともに、北海道は特

別警戒都道府県に指定されたところでございます。

その後、全国における感染拡大防止対策が徹底され

たことにより感染者数の減少が続くとともに、医療

体制の拡充が認められたことから、５月14日には
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39県が対象地域から解除され、５月25日には北海道

を含む全国で緊急事態宣言が解除されたところで

ございます。 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症対策は

引き続き行っていかなければならないものと認識

しております。こうした中、本町といたしましては

２月３日に新型コロナウイルス感染症対策連絡会

議を、３月12日に新型コロナウイルス感染症対策本

部会議を組織し、対策について検討を繰り返しなが

らホームページや広報等を通じて情報提供に努め

るとともに、集団感染の要因となる３つの密を避け

る取組や公共施設の休館、さらには小中学校の休業

を実施してきたところでございます。また、特別定

額給付金につきましては、家計への迅速な支援を行

うためスピード感を持って対応するべく議員各位

のご理解を賜り、補正予算を専決処分させていただ

き、５月中において約7,000世帯、14億3,000万円の

支給を行ったところでございます。感染拡大防止対

策支援助成金につきましても北海道の支援金に本

町独自の上乗せと対象事業者の拡大を図り、現在支

給に向けた事務を取り進めているところでござい

ます。 

 なお、国から示されました地方創生臨時交付金の

趣旨に沿い、感染拡大防止策と医療体制の整備、雇

用の維持と事業の継続を図る経済対策、教育環境の

整備などについて事業を選定し、実施いたしたく、

本日補正予算をご提案申し上げておりますので、ご

理解賜りたいと存じます。 

 国による緊急事態宣言は全国的に解除され、本町

におきましても６月から公共施設の休館、さらには

小中学校の休業を解除してまいりますが、集団感染

のリスクが消滅したものではないことから、引き続

き余市町民一丸となって新型コロナウイルス感染

症の終息、その後の経済対策などに取り組んでまい

りたく、議員各位の特段のご理解を賜りますようお

願い申し上げます。 

 以上、新型コロナウイルス感染症対策についての

行政報告といたします。 

〇議長（中井寿夫君） 以上で町長からの行政報告

を終わります。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第３、報告第１号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇財政課長（髙橋伸明君） ただいま上程されまし

た報告第１号につきまして、提案理由をご説明申し

上げます。 

 報告第１号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分いたしました令和

元年度余市町一般会計補正予算（第８号）について、

同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるも

のでございます。 

 令和元年度余市町一般会計補正予算（第８号）の

内容につきましては、歳出において寄附に伴う余市

町ふるさと応援寄附金基金への積立金と今後の財

政需要に備えての各基金への積立金、各種事業費確

定見込みによる減額と財源の組替え計上、介護保険

特別会計等の決算確定見込みに伴う繰出金等の精

算による補正計上を行ったものでございます。 

 また、歳入につきましては地方交付税、寄附金の

計上、さらには地方消費税交付金等各種交付金の確

定見込みによる追加及び減額、町債の減額等により

調整を行ったものであります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第１号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の
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とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和元年度余市町一般会計補正予算（第８号）。 

 令和元年度余市町の一般会計の補正予算（第８

号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ8,185万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ91億9,414万5,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」

による。 

 歳出からご説明申し上げます。６ページをお開き

願います。下段でございます。３、歳出、２款総務

費、１項総務管理費、４目財産管理費、補正額

3,727万1,000円、15節工事請負費40万2,000円の減

につきましては、事業費の確定による旧町長公宅解

体工事の減額計上でございます。25節積立金

3,767万3,000円につきましては、減債基金積立金

3,000万円、社会福祉施設等建設基金積立金11万

1,000円、余市町ふるさと応援寄附金基金積立金

746万2,000円、図書整備基金積立金10万円の増額計

上でございます。 

 11目防災対策費、補正額25万3,000円の減、13節

委託料25万3,000円の減につきましては、事業費の

確定による公衆無線ＬＡＮ設置委託料の減額計上

でございます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、10目介護保険費、

補正額2,237万5,000円の減、28節繰出金2,237万

5,000円の減につきましては、介護保険特別会計繰

出金の決算見込みによる減額補正でございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目母子保健費、

補正額39万9,000円、20節扶助費39万9,000円につき

ましては、不妊治療等助成費の追加計上でございま

す。 

 ３目予防費、補正額ゼロ円につきましては、財源

の組替え計上でございます。 

 ４目環境衛生費、補正額2,224万5,000円の減につ

きましては、町営斎場建替事業の確定見込みに伴い

ます12節役務費14万1,000円の減、13節委託料106万

9,000円の減、18節備品購入費1,316万4,000円の減

と19節負担金補助及び交付金787万1,000円の減に

つきましては、確定見込みによる北後志衛生施設組

合負担金の減額計上でございます。 

 ５目国民健康保険費、補正額69万4,000円、28節

繰出金69万4,000円につきましては、国民健康保険

特別会計繰出金の決算見込みによる補正計上でご

ざいます。 

 ９目後期高齢者医療費、補正額302万9,000円の

減、19節負担金補助及び交付金18万3,000円の減に

つきましては、後期高齢者医療に係る療養給付費負

担金の減額計上でございます。28節繰出金284万

6,000円の減につきましては、後期高齢者医療特別

会計繰出金の決算見込みによる減額補正でござい

ます。 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目じん芥処理費、補

正額180万円の減、18節備品購入費180万円の減につ

きましては、タイヤショベル購入に係る備品購入費

の減額補正でございます。 

 ４款衛生費、３項上水道費、１目上水道施設費、

補正額466万円、19節負担金補助及び交付金466万円

につきましては、水道事業会計負担金の補正計上で

ございます。 

 次のページをお開き願います。６款農林水産業

費、１項農業費、３目農業振興費、補正額ゼロ円に

つきましては、財源の組替え計上でございます。 

 ６目農業土地基盤整備費、補正額524万7,000円の

減、15節工事請負費３万4,000円の減につきまして

は事業費の確定見込みによる農業用排水路護岸補

修工事の減額と19節負担金補助及び交付金521万
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3,000円の減につきましては道営水利施設整備事業

負担金の減額補正でございます。 

 ６款農林水産業費、３項水産業費、２目水産業振

興費、補正額30万3,000円の減、19節負担金補助及

び交付金30万3,000円の減につきましては、水産物

供給基盤機能保全事業負担金の減額補正でござい

ます。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、

補正額ゼロ円につきましては、財源の組替え計上で

ございます。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路橋り

ょう維持費、補正額1,046万7,000円の減につきまし

ては、橋りょう補修整備事業の確定見込みに伴う

15節工事請負費、美沢橋補修工事515万2,000円の

減、17節公有財産購入費、豊浜橋架替用地購入費

36万4,000円の減、19節負担金補助及び交付金、橋

りょう点検負担金199万2,000円の減、22節補償補填

及び賠償金、支障物件移転補償費295万9,000円の減

額計上でございます。 

 ２目冬期除雪対策費、補正額5,475万8,000円の減

につきましては、降雪量が例年を大きく下回ったこ

とに伴い、11節需用費374万4,000円、13節委託料

4,984万1,000円、14節使用料及び賃借料117万

3,000円のそれぞれ減額補正でございます。 

 ８款土木費、５項都市計画費、４目公共下水道費、

補正額174万5,000円の減、28節繰出金174万5,000円

の減につきましては、公共下水道特別会計繰出金の

確定見込みによる減額補正でございます。 

 ８款土木費、６項住宅費、１目住宅管理費、補正

額ゼロ円につきましては、財源の組替え計上でござ

います。 

 10款教育費、４項社会教育費、２目中央公民館費、

補正額129万6,000円の減、15節工事請負費129万

6,000円の減につきましては、事業費の確定による

中央公民館屋上防水工事の減額補正でございます。 

 11款公債費、１項公債費、２目利子、補正額135万

6,000円の減、23節償還金利子及び割引料135万

6,000円の減につきましては、一時借入金利子の減

額補正でございます。 

 次に、歳入につきましてご説明申し上げます。３

ページをお開き願います。中段でございます。２、

歳入、６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付

金、１目地方消費税交付金、補正額3,482万6,000円

の減、１節地方消費税交付金3,482万6,000円の減に

つきましては、額の確定による減額補正でございま

す。 

 10款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目

地方特例交付金、補正額237万7,000円、１節地方特

例交付金237万7,000円につきましては、額の確定に

よる増額補正でございます。 

 11款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付

税、補正額4,783万1,000円、１節地方交付税4,783万

1,000円につきましては、額の確定による特別交付

税の増額補正でございます。 

 次のページをお開き願います。15款国庫支出金、

１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正額

8,000円、１節社会福祉費国庫負担金8,000円につき

ましては、低所得者保険料軽減負担金の確定による

補正計上でございます。 

 ２目衛生費国庫負担金、補正額47万1,000円の減、

１節保健衛生費国庫負担金47万1,000円の減につき

ましては、国民健康保険に係る保険基盤安定負担金

の減額補正でございます。 

 15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国

庫補助金、補正額264万円、１節総務費国庫補助金

264万円につきましては、歳出における公衆無線Ｌ

ＡＮ設置事業に係る無線システム普及支援事業補

助金の計上でございます。 

 ４目土木費国庫補助金、補正額290万7,000円の

減、１節道路橋りょう費国庫補助金290万7,000円の

減につきましては、事業費確定見込みに伴う橋りょ

う長寿命化補修事業補助金の減額補正でございま

す。 

 16款道支出金、１項道負担金、１目民生費道負担
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金、補正額4,000円、１節社会福祉費道負担金

4,000円につきましては、低所得者保険料軽減負担

金の確定による補正計上でございます。 

 ２目衛生費道負担金、補正額246万7,000円の減、

１節保健衛生費道負担金246万7,000円の減につき

ましては、国民健康保険に係る保険基盤安定負担金

140万2,000円の減、後期高齢者医療に係る保険基盤

安定負担金106万5,000円の減額補正でございます。 

 16款道支出金、２項道補助金、４目農林水産業費

道補助金、補正額174万4,000円の減、１節農業費道

補助金174万4,000円の減につきましては、農業競争

力基盤強化特別対策事業補助金の減額補正でござ

います。 

 18款寄附金、１項寄附金、２目総務費寄附金、補

正額746万2,000円、１節総務費寄附金746万2,000円

につきましては、316件の余市町ふるさと応援寄附

金でございます。 

 ４目民生費寄附金、補正額11万1,000円、１節民

生費寄附金11万1,000円につきましては、社会福祉

寄附金といたしまして青友会様から１万695円と綿

路能子様からの10万円でございます。 

 ５目教育費寄附金、補正額10万円、１節教育費寄

附金10万円につきましては、図書館図書購入寄附金

といたしまして清久雅之様から10万円でございま

す。いずれもご寄附をいただいた方のご意向に沿っ

た予算措置をさせていただいたものでございます。 

 19款繰入金、６項余市町ふるさと応援寄附金基金

繰入金、１目余市町ふるさと応援寄附金基金繰入

金、補正額19万9,000円、１節余市町ふるさと応援

寄附金基金繰入金19万9,000円につきましては、歳

出における不妊治療等助成金の増に伴う繰入金の

追加計上でございます。 

 20款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額３

万4,000円、１節繰越金３万4,000円につきまして

は、繰越金の補正計上でございます。 

 21款諸収入、５項雑入、１目雑入、補正額890万

7,000円、１節雑入890万7,000円につきましては、

確定見込みによる北後志地区介護認定審査会事業

町村負担97万5,000円の減、北後志衛生施設組合過

年度還付金354万円、北後志消防組合過年度還付金

634万2,000円の補正でございます。 

 次のページをお開き願います。22款町債、１項町

債、１目総務債、補正額420万円の減、１節総務債

420万円の減につきましては、事業の補助採択に伴

います公衆無線ＬＡＮ整備事業債の減額補正でご

ざいます。 

 ２目土木債、補正額200万円の減、１節道路橋り

ょう債10万円の減につきましては、事業費の確定に

伴います道路ストック整備事業債の減額計上でご

ざいます。２節住宅債190万円の減につきましては、

事業費の確定に伴います山田団地浄化槽整備事業

債の減額補正でございます。 

 ３目公共施設等適正管理推進事業債、補正額30万

の減、１節公共施設等適正管理推進事業債30万円の

減につきましては、事業費の確定に伴います旧町長

公宅解体事業債の減額補正でございます。 

 ４目過疎対策事業債、補正額9,140万円の減、１

節過疎対策事業債9,140万円の減につきましては、

事業費の確定に伴います町営斎場建替事業債

7,540万円、タイヤショベル購入事業債250万円、農

業競争力基盤強化特別対策事業債350万円、水産物

供給基盤機能保全事業債30万円、橋りょう補修整備

事業債840万円、中央公民館屋上防水事業債130万円

の減額補正でございます。 

 ５目臨時財政対策債、補正額1,110万8,000円の

減、１節臨時財政対策債1,110万8,000円の減につき

ましては、額の確定に伴う減額補正でございます。 

 ６目緊急自然災害防止対策事業債、補正額10万円

の減、１節緊急自然災害防止対策事業債10万円の減

につきましては、事業費の確定による農業用排水路

護岸補修事業債の減額補正でございます。 

 次に、地方債補正につきましてご説明申し上げま

す。２ページをお開き願います。中段でございます。

第２表、地方債補正につきましては、事業費の確定
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に伴う起債限度額の補正でございます。１、変更、

起債の目的、公衆無線ＬＡＮ整備事業債、補正前限

度額420万円、補正後限度額ゼロ円。道路ストック

整備事業債、補正前限度額510万円、補正後限度額

500万円。山田団地浄化槽整備事業債、補正前限度

額2,000万円、補正後限度額1,810万円。旧町長公宅

解体事業債、補正前限度額280万円、補正後限度額

250万円。町営斎場建替事業債、補正前限度額１億

8,400万円、補正後限度額１億860万円。タイヤショ

ベル購入事業債、補正前限度額1,830万円、補正後

限度額1,580万円。農業競争力基盤強化特別対策事

業債、補正前限度額760万円、補正後限度額410万円。

水産物供給基盤機能保全事業債、補正前限度額

1,260万円、補正後限度額1,230万円。橋りょう補修

整備事業債、補正前限度額2,600万円、補正後限度

額1,760万円。中央公民館屋上防水事業債、補正前

限度額2,480万円、補正後限度額2,350万円。臨時財

政対策債、補正前限度額２億1,491万3,000円、補正

後限度額２億380万円5,000円。農業用排水路護岸補

修事業債、補正前限度額230万円、補正後限度額

220万円。 

 以上、報告第１号につきまして提案理由のご説明

を申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） この予算書の５ページの一

番上、ふるさと応援寄附金のことについて伺いたい

のですけれども、総務費寄附金として補正すると１

億7,200万円となるわけなのですけれども、では返

礼品等の必要経費を全部差し引いた場合、元年度は

結局幾ら受けたことになるのかということとそれ

は前年や前々年と比較した場合どのように推移し

たのか、お願いいたします。 

〇企画政策課長（阿部弘亨君） 14番、大物議員の

質問についてご答弁申し上げます。 

 このたびの専決処分のふるさと納税に係る補正

予算につきましては、３月末までのふるさと応援寄

附金につきまして歳入での計上及び基金の積立て

を計上したものでございます。なお、出納整理期間

内の歳出を含めた令和元年度のふるさと納税の実

績につきましては取りまとめの上、次期所管の委員

会にて報告させていただきたいと考えております

ので、ご理解願います。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第１号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第１号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第１号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第４、報告第２号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た報告第２号につきまして、提案理由をご説明申し
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上げます。 

 報告第２号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分を行いました令和

元年度余市町介護保険特別会計補正予算（第４号）

について、同条第３項の規定に基づき報告し、承認

を求めるものでございます。 

 令和元年度余市町介護保険特別会計補正予算（第

４号）の内容につきましては、歳出において総務費、

保険給付費、地域支援事業費の確定見込みに伴う不

用額の減額等を行ったものでございます。 

 また、歳入につきましては各経費の特定財源とな

ります国庫支出金等の確定見込みにより減額等を

行ったものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第２号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和元年度余市町介護保険特別会計補正予算（第

４号）。 

 令和元年度余市町の介護保険特別会計の補正予

算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ１億3,221万1,000円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ23億4,287万5,000円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 初めに、歳出からご説明を申し上げます。７ペー

ジをお開き願います。下段でございます。３、歳出、

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補

正額82万4,000円の減、11節需用費５万4,000円の減

から19節負担金補助及び交付金１万円の減までに

つきましては、各種事務費等の確定見込みによる減

額でございます。 

 次のページをご覧願います。１款総務費、２項徴

収費、１目賦課徴収費、補正額12万6,000円の減、

11節需用費11万6,000円の減と12節役務費１万円の

減につきましては、賦課徴収事務に係る経費の確定

見込みによる減額でございます。 

 １款総務費、３項介護認定審査会費、１目介護認

定審査会費、補正額190万8,000円の減、１節報酬

143万2,000円の減から14節使用料及び賃借料１万

2,000円の減までにつきましては、介護認定審査会

に係る事務費等の確定見込みによる減額でござい

ます。 

 ２目認定調査費、補正額164万3,000円の減、４節

共済費１万2,000円の減から13節委託料60万

7,000円の減までにつきましては、認定調査に係る

事務費等の確定見込みによる減額でございます。 

 次のページをご覧願います。２款保険給付費、１

項介護サービス等諸費、１目介護サービス等給付

費、補正額8,552万6,000円の減、19節負担金補助及

び交付金8,552万6,000円の減につきましては、給付

費の確定見込みによる減額でございます。 

 ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸費、

１目介護予防サービス等給付費、補正額669万

6,000円の減、19節負担金補助及び交付金669万

6,000円の減につきましては、給付費の確定見込み

による減額でございます。 

 ２款保険給付費、３項その他諸費、１目審査支払

手数料、補正額51万6,000円の減、12節役務費51万

6,000円の減につきましては、審査支払い手数料の

確定見込みによる減額でございます。 
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 次のページをお開き願います。２款保険給付費、

４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス

費、補正額28万6,000円の減、19節負担金補助及び

交付金28万6,000円の減につきましては、高額介護

サービス費の確定見込みによる減額でございます。 

 ２目高額介護予防サービス費、補正額４万

1,000円の減、19節負担金補助及び交付金４万

1,000円の減につきましては、高額介護予防サービ

ス費の確定見込みによる減額でございます。 

 ２款保険給付費、５項高額医療合算介護サービス

等費、１目高額医療合算介護サービス費、補正額

35万7,000円の減、19節負担金補助及び交付金35万

7,000円の減につきましては、高額医療合算介護サ

ービス費の確定見込みによる減額でございます。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費、補正額２

万9,000円の減、19節負担金補助及び交付金２万

9,000円の減につきましては、高額医療合算介護予

防サービス費の確定見込みによる減額でございま

す。 

 ２款保険給付費、６項市町村特別給付費、１目市

町村特別給付費、補正額66万8,000円の減、19節負

担金補助及び交付金66万8,000円の減につきまして

は、居宅介護福祉用具貸与費等の確定見込みによる

減額でございます。 

 次のページをご覧願います。２款保険給付費、７

項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介

護サービス費、補正額2,266万8,000円の減、19節負

担金補助及び交付金2,266万8,000円の減、２目特例

特定入所者介護サービス費、補正額１万円の減、

19節負担金補助及び交付金１万円の減、３目特定入

所者介護予防サービス費、補正額６万4,000円の減、

19節負担金補助及び交付金６万4,000円の減、４目

特例特定入所者介護予防サービス費、補正額１万円

の減、19節負担金補助及び交付金１万円の減までに

つきましては、給付費の確定見込みによる減額でご

ざいます。 

 ３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サ

ービス事業費、１目介護予防・生活支援サービス事

業費、補正額518万1,000円の減、19節負担金補助及

び交付金518万1,000円の減につきましては、介護予

防・生活支援サービス事業費の確定見込みによる減

額でございます。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費、補正額

83万3,000円の減、19節負担金補助及び交付金83万

3,000円の減につきましては、介護予防ケアマネジ

メント事業費の確定見込みによる減額でございま

す。 

 ３款地域支援事業費、２項一般介護予防事業費、

１目一般介護予防事業費、補正額43万5,000円の減、

11節需用費２万5,000円の減から13節委託料35万

2,000円の減までにつきましては、一般介護予防事

業費の確定見込みによる減額でございます。 

 次のページをお開き願います。３款地域支援事業

費、３項包括的支援事業・任意事業費、１目包括的

支援事業費、補正額150万4,000円の減、１節報酬

30万8,000円の減から13節委託料32万4,000円の減

までにつきましては、包括的支援事業に係る各経費

の確定見込みによる減額でございます。 

 ２目任意事業費、補正額315万6,000円の減、11節

需用費7,000円の減から20節扶助費72万円の減まで

につきましては、任意事業に係る各経費の確定見込

みによる減額でございます。 

 ３款地域支援事業費、４項その他諸費、１目審査

支払手数料、補正額３万2,000円の減、12節役務費

３万2,000円の減につきましては、審査支払い手数

料の確定見込みによる減額でございます。 

 次のページをご覧願います。５款基金積立金、１

項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、補

正額30万2,000円、25節積立金30万2,000円につきま

しては、繰越金の確定見込みによる増額でございま

す。 

 次に、歳入についてご説明を申し上げます。４ペ

ージをお開き願います。上段でございます。２、歳

入、１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保
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険者保険料、補正額1,212万2,000円の減、１節現年

度分特別徴収保険料1,139万円の減及び２節現年度

分普通徴収保険料73万2,000円の減につきまして

は、給付費確定見込みによる減額でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付

費負担金、補正額2,114万4,000円の減、１節現年度

分2,114万4,000円の減につきましては、介護給付費

に係る国庫負担金の確定見込みによる減額でござ

います。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付

金、補正額939万2,000円の減、１節現年度分調整交

付金939万2,000円の減、２目地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）、補正額162万

円の減、１節現年度分162万円の減、３目地域支援

事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外

の地域支援事業）、補正額179万4,000円の減、１節

現年度分179万4,000円の減、４目保険者機能強化推

進交付金、補正額227万4,000円、１節保険者機能強

化推進交付金227万4,000円、５目介護保険事業費国

庫補助金、補正額91万6,000円、１節介護保険事業

費国庫補助金91万6,000円までにつきましては、交

付金等の確定見込みによる減額及び増額でござい

ます。 

 次のページをご覧願います。４款支払基金交付

金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、

補正額3,169万7,000円の減、１節現年度分3,169万

7,000円の減、２目地域支援事業支援交付金、補正

額175万1,000円の減、１節現年度分175万1,000円の

減までにつきましては、交付金の確定見込みによる

減額でございます。 

 ５款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負

担金、補正額1,701万2,000円の減、１節現年度分

1,701万2,000円の減につきましては、介護給付費に

係る道負担金の確定見込みによる減額でございま

す。 

 ５款道支出金、２項道補助金、１目地域支援事業

交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、補正

額81万円の減、１節現年度分81万円の減、２目地域

支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業

以外の地域支援事業）、補正額89万8,000円の減、

１節現年度分89万8,000円の減までにつきまして

は、交付金の確定見込みによる減額でございます。 

 次のページをご覧願います。５款道支出金、３項

道委託金、１目介護扶助費委託金、補正額１万

2,000円、１節介護扶助費委託金１万2,000円につき

ましては、生活保護要保護者の介護認定に係る費用

の確定見込みによるものでございます。 

 ６款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び

配当金、補正額6,000円、１節利子及び配当金

6,000円につきましては、基金から生じる利子でご

ざいます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付

費繰入金、補正額1,519万円の減、１節現年度分

1,519万円の減、２目地域支援事業繰入金（介護予

防・日常生活支援総合事業）、補正額81万円の減、

１節現年度分81万円の減、３目地域支援事業繰入金

（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援

事業）、補正額89万8,000円の減、１節現年度分89万

8,000円の減、４目低所得者保険料軽減繰入金、補

正額４万8,000円の減、１節現年度分４万8,000円の

減、５目その他一般会計繰入金、補正額542万

9,000円の減、１節事務費繰入金542万9,000円の減

までにつきましては、一般会計からの繰入金の額の

確定見込みによる減額でございます。 

 次のページをご覧願います。７款繰入金、２項介

護給付費準備基金繰入金、１目介護給付費準備基金

繰入金、補正額1,510万円の減、１節介護給付費準

備基金繰入金1,510万円の減につきましては、繰入

金の額の確定見込みによる減額でございます。 

 ８款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額29万

6,000円、１節繰越金29万6,000円につきましては、

繰越金の確定見込みに伴う補正でございます。 

 以上、報告第２号につきましてご説明を申し上げ

ましたので、よろしくご審議の上、ご承認を賜りま
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すようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第２号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第２号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第２号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時５０分 

                              

再開 午前１１時０５分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第５、報告第３号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た報告第３号につきまして、提案理由をご説明申し

上げます。 

 報告第３号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分を行いました令和

元年度余市町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）について、同条第３項の規定に基づき報告し、

承認を求めるものでございます。 

 令和元年度余市町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）の内容につきましては、歳出において

出産育児一時金等の確定見込みに伴う不用額の減

額と財源の組替え計上を行ったものでございます。 

 また、歳入につきましては道支出金及び一般会計

繰入金等の確定見込みにより収支の調整を行った

ものでございます。 

 なお、現時点において国保税等の一部の収入が未

確定でございますが、令和元年度の決算見込みとい

たしましては、歳出決算額約27億3,300万円に対し

歳入決算額が約26億5,300万円となり、約8,000万円

が歳入不足となる見込みでございますが、後ほどご

提案申し上げます令和２年度補正予算（第１号）に

おきまして同額の繰上げ充用金を計上させていた

だいたところでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第３号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和元年度余市町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）。 
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 令和元年度余市町の国民健康保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ395万8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ27億6,404万2,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 初めに、歳出からご説明を申し上げます。３ペー

ジをお開き願います。３、歳出、１款総務費、１項

総務管理費、１目一般管理費、補正額ゼロ円につき

ましては、財源の組替え計上でございます。 

 ２款保険給付費、１項保険給付費、４目出産育児

諸費、補正額329万8,000円の減、19節負担金補助及

び交付金329万8,000円の減につきましては、出産育

児一時金の確定見込みに伴う減額でございます。 

 ５目葬祭諸費、補正額66万円の減、19節負担金補

助及び交付金66万円の減につきましては、葬祭費の

確定見込みに伴う減額でございます。 

 次に、歳入についてご説明申し上げます。２ペー

ジをご覧願います。２、歳入、１款国民健康保険税、

１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保

険税、補正額69万4,000円の減、１節医療給付費分

現年課税分50万3,000円の減と２節後期高齢者支援

金分現年課税分19万1,000円の減につきましては、

国民健康保険税の確定見込みに伴う減額でござい

ます。 

 ４款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等

交付金、補正額395万8,000円の減、１節保険給付費

等交付金（普通交付金）395万8,000円の減につきま

しては、保険給付費等交付金（普通交付金）の確定

見込みに伴う減額でございます。 

 ５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰

入金、補正額69万4,000円、１節一般会計繰入金

319万1,000円につきましては、一般会計繰入金の確

定見込みに伴う増額でございます。２節保険基盤安

定繰入金249万7,000円の減につきましては、保険基

盤安定繰入金の確定見込みに伴う減額でございま

す。 

 以上、報告第３号につきましてご説明を申し上げ

ましたので、よろしくご審議の上、ご承認を賜りま

すようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 今の説明の中でおおむね

8,000万円程度赤字になるという話でしたけれど

も、前回ですとたしか１億1,600万円程度になって

いたかなと思うのですけれども、一気に累積幅が縮

小しているというふうになるのですけれども、これ

の主な要因というのはどういったものだったと担

当としては見ていらっしゃるのでしょうか。 

〇保険課長（中島 豊君） 14番、大物議員のご質

問に答弁申し上げます。 

 令和元年度の決算見込みにおきまして累積赤字

が約8,000万円に縮小になった要因につきまして、

北海道の納付金が平成30年度と比較いたしまして

減少したことが主たる要因と考えておりますので、

ご理解願いたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第３号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 
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 これより報告第３号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第３号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第６、報告第４号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た報告第４号につきまして、提案理由をご説明申し

上げます。 

 報告第４号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分を行いました令和

元年度余市町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について、同条第３項の規定に基づき報告し、

承認を求めるものでございます。 

 令和元年度余市町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）の内容につきましては、歳出におい

て事務の確定に伴う減額整理を行ったものでござ

います。 

 また、歳入につきましては後期高齢者医療保険料

及び一般会計繰入金等により収支の調整を行った

ものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第４号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和元年度余市町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）。 

 令和元年度余市町の後期高齢者医療特別会計の

補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

なお、平成31年度余市町後期高齢者医療特別会計予

算全体における元号の表示については、「令和」に

統一する。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ479万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３億1,120万4,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 初めに、歳出からご説明申し上げます。４ページ

をご覧願います。３、歳出、１款総務費、１項総務

管理費、１目一般管理費、補正額４万7,000円の減、

11節需用費４万5,000円の減と12節役務費2,000円

の減につきましては、一般管理費の確定見込みに伴

う減額でございます。 

 １款総務費、２項徴収費、１目徴収費、補正額23万

4,000円の減、11節需用費４万1,000円の減と12節役

務費19万3,000円の減につきましては、徴収費の確

定見込みに伴う減額でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高

齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域

連合納付金、補正額399万2,000円の減、19節負担金

補助及び交付金399万2,000円の減につきましては、

事務費及び保険料等負担金の確定見込みに伴う減

額でございます。 

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目

保険料還付金、補正額52万3,000円の減、23節償還

金利子及び割引料52万3,000円の減につきまして
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は、過年度支出金の確定見込みに伴う減額でござい

ます。 

 次に、歳入についてご説明申し上げます。２ペー

ジをお開き願います。下段でございます。２、歳入、

１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保

険料、１目特別徴収保険料、補正額44万9,000円、

１節現年度分特別徴収保険料44万9,000円につきま

しては、額の確定見込みに伴う増額でございます。 

 ２目普通徴収保険料、補正額213万円の減、１節

現年度分普通徴収保険料153万9,000円の減につき

ましては、額の確定見込みに伴う減額でございま

す。２節滞納繰越分普通徴収保険料59万1,000円の

減につきましては、額の確定見込みに伴う減額でご

ざいます。 

 次のページをご覧願います。２款使用料及び手数

料、１項手数料、２目督促手数料、補正額5,000円、

１節督促手数料5,000円につきましては、額の確定

見込みに伴う増額でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰

入金、補正額142万6,000円の減、１節事務費繰入金

142万6,000円の減につきましては、広域連合事務費

繰入金等の確定見込みに伴う減額でございます。 

 ２目保険基盤安定繰入金、補正額142万円の減、

１節保険基盤安定繰入金142万円の減につきまして

は、額の確定見込みに伴う減額でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額24万

9,000円、１節繰越金24万9,000円につきましては、

額の確定に伴う増額でございます。 

 ５款諸収入、２項償還金及び還付加算金、１目保

険料還付金、補正額52万3,000円の減、１節保険料

還付金52万3,000円の減につきましては、額の確定

見込みに伴う減額でございます。 

 以上、報告第４号につきましてご説明を申し上げ

ましたので、よろしくご審議の上、ご承認を賜りま

すようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第４号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第４号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第４号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第７、報告第５号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇下水道課長（北島貴光君） ただいま上程されま

した報告第５号につきまして、提案理由をご説明申

し上げます。 

 報告第５号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分をいたしました令

和元年度余市町公共下水道特別会計補正予算（第２

号）について、同条第３項の規定に基づき報告し、

承認を求めるものでございます。 

 今回専決処分を行いました補正予算の主な内容

といたしましては、歳出におきまして一般管理費、
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建設事業費、施設管理費及び公債費の確定に伴う減

額補正を行ったものであります。 

 また、歳入におきましては下水道受益者負担金に

ついて収納見込みによる増額補正を行い、また繰り

出し対象事業費の確定に伴う一般会計繰入金の減

額補正と建設事業費の確定に伴う国庫補助金及び

町債の減額補正等を行い、予算の調整を行ったもの

であります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第５号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和元年度余市町公共下水道特別会計補正予算

（第２号）。 

 令和元年度余市町の公共下水道特別会計の補正

予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ１億1,340万7,000円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ11億5,622万8,000円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」

による。 

 歳出よりご説明申し上げますので、５ページをお

開き願います。下段をご覧願います。３、歳出、１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正

額170万5,000円の減、13節委託料170万5,000円の減

につきましては、公営企業会計基本計画委託料の確

定見込みによる減額であります。 

 ２目財産管理費、補正額1,541万3,000円、25節積

立金1,541万3,000円につきましては、公共下水道事

業基金の積立てのための増額でございます。 

 ６ページをお開き願います。２款事業費、１項公

共下水道事業費、１目建設事業費、補正額１億

1,390万7,000円の減、13節委託料714万2,000円の減

につきましては、管渠整備事業の国庫補助対象事業

費及び事業計画変更等の確定見込みによる減額で

あります。15節工事請負費１億676万5,000円の減に

つきましては、管渠整備事業及び処理場設備更新事

業の国庫補助対象事業費等の確定見込みによる減

額であります。 

 ２目施設管理費、補正額1,227万7,000円の減、

13節委託料1,227万7,000円の減につきましては、維

持管理委託料の確定見込みによる減額であります。 

 ３款公債費、１項公債費、２目利子、補正額93万

1,000円の減、23節償還金利子及び割引料93万

1,000円の減につきましては、一時借入金利子の確

定見込みによる減額であります。 

 次に、歳入についてご説明申し上げますので、４

ページをお開き願います。上段をご覧願います。２、

歳入、１款分担金及び負担金、１項負担金、１目下

水道受益者負担金、補正額280万1,000円、１節下水

道受益者負担金280万1,000円につきましては、収納

見込みによる増額であります。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道事

業費国庫補助金、補正額4,185万円の減、１節公共

下水道事業費国庫補助金4,185万円の減につきまし

ては、国庫補助対象事業費の確定による減額であり

ます。 

 ４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び

配当金、補正額3,000円、１節利子及び配当金
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3,000円につきましては、基金の利子収入でありま

す。 

 ４款財産収入、２項財産売払収入、１目物品売払

収入、補正額８万4,000円、１節物品売払収入８万

4,000円につきましては、ポンプ場設備更新工事及

び処理場設備更新工事により発生いたしました撤

去機材の鋼材スクラップ売払い収入であります。 

 ５ページの上段をご覧願います。５款繰入金、１

項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額

174万5,000円の減、１節一般会計繰入金174万

5,000円の減につきましては、繰り出し対象事業費

の確定に伴う一般会計繰入金の減額であります。 

 ８款町債、１項町債、１目公共下水道事業債、補

正額7,270万円の減、１節公共下水道事業債7,270万

円の減につきましては、一般起債及び資本費平準化

債の借入額確定による減額でございます。 

 次に、地方債補正につきましてご説明いたします

ので、２ページをお開き願います。下段をご覧願い

ます。第２表、地方債補正、１、変更、起債の目的、

公共下水道事業債、補正前限度額４億3,730万円、

補正後限度額３億6,460万円。地方債の補正につき

ましては、借入額の確定による変更でございます。 

 以上、報告第５号につきましてご説明申し上げま

したので、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第５号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第５号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第５号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第８、報告第６号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇水道課長（奈良 論君） ただいま上程されまし

た報告第６号につきまして、その提案理由をご説明

申し上げます。 

 報告第６号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分いたしました令和

元年度余市町水道事業会計補正予算（第４号）につ

いて、同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求

めるものでございます。 

 その補正内容につきましては、収益的収入、第１

款水道事業収益、第２項営業外収益、第２目他会計

補助金につきましては令和元年度の一般会計補助

金の再計算を行い、所要の増額補正を行ったもので

ございます。 

 また、第３目長期前受金戻入につきましては、減

価償却費及び資産減耗費の確定見込みに伴い長期

前受金の収益額を整理し、増額補正を行ったもので

ございます。 

 収益的収支、第１款水道事業費用、第１項営業費

用、第４目減価償却費につきましては、対象資産の

減による減額補正を行ったものでございます。 
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 第５目資産減耗費につきましては、固定資産除却

費の増額補正を行ったものでございます。 

 第２項営業外費用、第２目消費税及び地方消費税

につきましては、営業費用及び建設改良費等課税資

産仕入れ額の決算見込みにより消費税納付額の再

計算を行い、増額となったことが見込まれることか

ら、所要の増額補正を行ったものでございます。 

 資本的支出、第１項建設改良費につきましては、

配水管整備事業の事業費の確定に伴い事業負担金

の増額補正を行ったものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第６号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年３月31日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。 

 令和元年度余市町水道事業会計補正予算（第４

号）。 

 第１条 令和元年度余市町水道事業会計の補正

予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第２条 予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入、科目、第１款水道事業収益、既決予定額７

億2,697万6,000円、補正予定額520万8,000円、計７

億3,218万4,000円。 

 第２項営業外収益、既決予定額１億8,309万

1,000円、補正予定額520万8,000円、計１億8,829万

9,000円。 

 支出、科目、第１款水道事業費用、既決予定額７

億359万9,000円、補正予定額1,633万円、計７億

1,992万9,000円。 

 第１項営業費用、既決予定額６億214万2,000円、

補正予定額987万3,000円、計６億1,201万5,000円。 

 第２項営業外費用、既決予定額１億35万7,000円、

補正予定額645万7,000円、計１億681万4,000円。 

 第３条 予算第４条本文括弧書中、資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額「２億7,781万

4,000円」を「２億7,647万6,000円」に、当年度分

損益勘定留保資金「2,297万6,000円」を「2,163万

8,000円」に改め、資本的収入の予定額を次のとお

り補正する。 

 収入、科目、第１款資本的収入、既決予定額３億

7,211万4,000円、補正予定額133万8,000円、計３億

7,345万2,000円。 

 第３項工事負担金、既決予定額464万円、補正予

定額133万8,000円、計597万8,000円。 

 第４条 予算第８条に定めた一般会計から補助

を受ける金額「5,906万8,000円」を「6,372万

8,000円」に改める。 

 １ページをお開き願います。次に、令和元年度余

市町水道事業会計予算実施計画についてご説明申

し上げます。 

 令和元年度余市町水道事業会計予算実施計画。 

 収益的収入及び支出、収入、補正額のみ申し上げ

ます。１款水道事業収益、補正額520万8,000円、２

項営業外収益、補正額520万8,000円、２目他会計補

助金、補正額466万円につきましては、令和元年度

の一般会計補助金の再計算を行ったことによる増

額補正でございます。 

 ３目長期前受金戻入、補正額54万8,000円につき

ましては、減価償却費及び資産減耗費の確定見込み

に伴い、長期前受金の収益額を整理したことによる

増額補正でございます。 

 支出、１款水道事業費用、補正額1,633万円、１

項営業費用、補正額987万3,000円、４目減価償却費、

補正額181万7,000円の減につきましては、対象資産

の減による減額補正でございます。 
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 ５目資産減耗費、補正額1,169万円につきまして

は、配水管布設事業に伴う配水管及び浄水器の除却

に伴う固定資産除却費の増額補正でございます。 

 ２項営業外費用、補正額645万7,000円、２目消費

税及び地方消費税、補正額645万7,000円につきまし

ては、営業費用及び建設改良費用と課税資産の決算

見込みにより消費税納付額の再計算を行ったこと

による増額補正でございます。 

 資本的収入及び支出、収入、１款資本的収入、補

正額133万8,000円、３項工事負担金、補正額133万

8,000円、１目工事負担金、補正額133万8,000円に

つきましては、配水管整備事業の需用費の確定に伴

い、事業負担金の増額補正を行ったものでございま

す。 

 以上、報告第６号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） コロナウイルスの影響につ

いて聞きたかったのですけれども、ちょうど会計年

度の最後のほうで全国的に感染が広がり出したと

なるのですけれども、その影響で学校が休みになっ

たりだとか公共施設を閉鎖したりだとか、そういう

関係で通常とは違う収入状況になったのではない

かなと。端的に言えば、そういう大きいところはお

休みになっているけれども、子供中心に家にいる頻

度が上がっているので、そっちのほうの水道の使用

量とかが増えていたのかなと思うのですが、そのあ

たりの影響はどういうふうに出ていたかというの

は今の時点で分かっていますか。 

〇水道課長（奈良 論君） 14番、大物議員からの

ご質問にご答弁申し上げます。 

 令和２年４月現在の状況でございますが、昨年の

４月の状況と今年の４月の状況につきましては収

益の上ではあまり変化がないということで、事業者

の使用量はおっしゃるとおり減りましたけれども、

一般家庭のほうが多少増えたのかなというふうに

推測してございます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第６号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第６号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第６号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第９、報告第７号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇財政課長（髙橋伸明君） ただいま上程されまし

た報告第７号につきまして、提案理由をご説明申し

上げます。 

 報告第７号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分いたしました令和

２年度余市町一般会計補正予算（第１号）について、

同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるも
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のでございます。 

 令和２年度余市町一般会計補正予算（第１号）の

内容につきましては、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため専決処分により休業要請等に協力い

ただいた事業者に対する支援助成金の補正計上を

行ったものでございます。 

 また、歳入につきましては財政調整基金に財源を

求め、歳出との均衡を図ったものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第７号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年４月24日、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 令和２年度余市町一般会計補正予算（第１号）。 

 令和２年度余市町の一般会計の補正予算（第１

号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ1,606万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ86億7,606万2,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 歳出からご説明申し上げます。２ページをお開き

願います。３、歳出、７款商工費、１項商工費、１

目商工総務費、補正額1,606万2,000円につきまして

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休

業要請に協力していただいた事業者の方々へ支援

助成金として18節負担金補助及び交付金1,600万

円、その事務費として10節需用費5,000円、11節役

務費５万7,000円の補正計上でございます。 

 次に、歳入につきましてご説明申し上げます。１

ページをお開き願います。下段でございます。２、

歳入、19款繰入金、１項財政調整基金繰入金、１目

財政調整基金繰入金、補正額1,606万2,000円、１節

財政調整基金繰入金1,606万2,000円につきまして

は、必要となる一般財源の追加計上でございます。 

 以上、報告第７号につきまして提案理由のご説明

を申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 休業を要請した際の給付と

いうことで、当初伺っていた話ではこの段階ではお

おむね100件前後が最大対象になるのではないかと

いうような話は聞いていたのですが、では実際に物

が進んで申請受けて、給付を行っていると思うので

すけれども、どの程度今段階で申請上がってきてい

ますか。 

〇商工観光課長（橋端良平君） 14番、大物議員か

らのご質問にご答弁申し上げたいと存じますけれ

ども、まずこの時点で1,600万円の助成金を予算化

させていただきましたのは、１件当たり10万円、そ

して件数としては160事業所を想定したものでござ

います。ただ、その後、この後の議案にもなってい

きますけれども、若干その部分が増額になったりで

すとか、精査した中で対象件数が増加している部分

はございます。ただ、この時点で10万円掛ける160件

と積算したものでございまして、なお今現在の申込

み状況でございますけれども、基本的には北海道の

要請、感染拡大防止の取組に協力した事業者に対す

る事実上の上乗せプラス余市町独自で休業、都市圏

からの移動を抑制するために独自に要請をした部

分、そこに対するものでございまして、北海道の上

乗せ部分につきましてはまず北海道の支給決定を
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受けてから私どものほうに申請してくださいとい

うお話をしているものですから、まだ対象となって

いる200件、私どもが想定している200件のうち、そ

れほど多くはないのですけれども、今現在申請を受

けているのは60件でございます。そのうち町独自、

北海道の要請とまた違いまして、独自で要請した部

分につきましては支給決定をしたものが今現在で

22件、そのうち支払いをしたものが10件となってご

ざいます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第７号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第７号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第７号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

 昼食のため午後１時まで休憩します。 

休憩 午前１１時４７分 

                              

再開 午後 １時００分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第10、報告第８号 専

決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇財政課長（髙橋伸明君） ただいま上程されまし

た報告第８号につきまして、提案理由をご説明申し

上げます。 

 報告第８号につきましては、地方自治法第179条

第１項の規定に基づき専決処分いたしました令和

２年度余市町一般会計補正予算（第２号）について、

同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるも

のでございます。 

 令和２年度余市町一般会計補正予算（第２号）の

内容につきましては、新型コロナウイルス感染症緊

急経済対策経費として国の補正予算成立を受け、特

別定額給付金並びに子育て世帯への臨時特別給付

金の迅速な給付を実施するため、専決処分により新

型コロナウイルス対策事業費の目を新設し、関係経

費の補正計上、さらには報告第７号でご説明申し上

げました新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

支援助成金の予算の組替え計上を行ったものでご

ざいます。 

 歳入につきましては、国庫支出金に財源を求め、

歳出との均衡を図ったものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 報告第８号 専決処分事項の承認を求めること

について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙専

決処分書のとおり処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

 令和２年５月１日、余市町長、齊藤啓輔。 
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 次のページをお開き願います。 

 令和２年度余市町一般会計補正予算（第２号）。 

 令和２年度余市町の一般会計の補正予算（第２

号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ18億7,397万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ105億5,003万6,000円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （一時借入金の補正） 

 第２条 一時借入金の借入れの最高額に10億円

を追加し、一時借入金の借入れの最高額を20億円と

する。 

 歳出からご説明申し上げます。２ページをお開き

願います。３、歳出、２款総務費、１項総務管理費、

15目新型コロナウイルス対策事業費、補正額18億

9,003万6,000円、１節報酬187万8,000円から13節使

用料及び賃借料48万4,000円までにつきましては、

特別定額給付金並びに子育て世帯への臨時特別給

付金の事務費に係る補正計上でございます。18節負

担金補助及び交付金18億7,370万円につきまして

は、特別定額給付金18億4,100万円、子育て世帯へ

の臨時特別給付金1,670万円と補正第１号で商工費

に計上しておりました新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策支援助成金1,600万円の組替え計上で

ございます。 

 ７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、補正

額1,606万2,000円の減につきましては、２款への新

目設置に伴う予算の組替えによる減額補正でござ

います。 

 次に、歳入につきましてご説明申し上げます。１

ページをお開き願います。下段でございます。２、

歳入、15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務

費国庫補助金、補正額1,606万2,000円、１節総務費

国庫補助金1,606万2,000円につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の計

上でございます。 

 ２目民生費国庫補助金、補正額18億7,397万

4,000円、１節社会福祉費国庫補助金、補正額18億

5,466万7,000円につきましては、特別定額給付金事

業費補助金18億4,100万円と事務費補助金1,366万

7,000円の計上でございます。２節児童福祉費国庫

補助金1,930万7,000円につきましては、子育て世帯

への臨時特別給付金事業費補助金1,670万円と事務

費補助金260万7,000円の計上でございます。 

 次のページをお開き願います。19款繰入金、１項

財政調整基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補

正額1,606万2,000円の減、１節財政調整基金繰入金

1,606万2,000円の減につきましては、国庫補助金と

の財源の組替えに伴う減額補正でございます。 

 以上、報告第８号につきまして提案理由のご説明

を申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） １点だけ確認させていただ

きます。 

 この議案書のかがみのところの一時借入金の最

高額を20億円とするという話にまつわってなので

すけれども、もし交付金等が間に合わなかった場

合、恐らく銀行などから借入れをして対応するつも

りだったのかなと思うのですけれども、結果として

どうやら交付金は間に合ったようで、そのスキーム

は使わなくて済んだみたいなのですけれども、もし

一時借入れを起こすことになっていたとした場合、

利息、利子はどのぐらいになるだろうというふうに

予想されていたのかと、それだけ確認したいと思い

ます。 

〇財政課長（髙橋伸明君） 14番、大物議員のご質

問にご答弁申し上げます。 
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 一時借入金の利子の利率ということでございま

すが、直近の利子で申し上げますと0.17％というの

が一時借入金の利子でございます。恐らくはこれと

類似した率で借入れができたものというふうに判

断してございます。 

〇８番（白川栄美子君） 先ほどの町長の行政報告

の中で５月中に7,000世帯で10億3,000万円が支給

されたという行政報告がありました。それで、これ

は１人10万円の支給がその金額だということで捉

えてよろしいのでしょうか。 

〇福祉課長（照井芳明君） ８番、白川議員のご質

問に答弁させていただきます。 

 こちらの給付金につきましては、１人10万円とい

う金額になってございますので、１人10万円という

形で支給のほうをさせていただいております。 

〇８番（白川栄美子君） 分かりました。 

 あと、第１回目が22日、支給されたと思うのです

けれども、今月中に大体どのぐらいの方に支給され

るのか。当初、送付されてきて、次の日に発送して、

それから22日の日に１回目支給という形になるの

ですけれども、同じような感覚でやっていてもまだ

振り込まれていないという人もたくさんいるので

すけれども、その中で今月中にも、今日しかないの

ですけれども、振り込まれると考えてよろしいので

しょうか、それともまだ６月に入ってしばらくたつ

と考えてもいいのでしょうか。 

〇福祉課長（照井芳明君） ８番、白川議員の再度

の質問にご答弁申し上げます。 

 まず、５月22日に支払った件数が2,562件、こち

らで５億3,130万円、5,313人分に対して支払いをし

てございます。そして、５月28日、昨日なのですけ

れども、4,780件、金額にいたしまして９億470万円、

人数にしまして9,047名分につきまして５月のうち

に支払いのほうは終わってございます。ですから、

合計といたしまして５月中の支払いが7,333件、そ

して金額のほうは14億3,600万円、人数にしまして

１万4,360人の方に対して支給のほうは終了してご

ざいます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第８号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより報告第８号を採決いたします。 

 本案は、報告のとおり承認することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、報告第８号 専決処分事項の承認を求め

ることについては、報告のとおり承認することに決

しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第11、議案第１号 令

和２年度余市町一般会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇財政課長（髙橋伸明君） ただいま上程されまし

た議案第１号 令和２年度余市町一般会計補正予

算（第３号）について、提案理由をご説明申し上げ

ます。 

 今回ご提案いたしました補正予算につきまして

は、国の一般会計補正予算（第１号）の中で新型コ

ロナウイルス感染症緊急経済対策経費として創設

されました新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を受けて実施いたします各種事業の
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補正計上と教育費における小中学校の情報機器整

備に係る備品購入費の補正計上でございます。 

 また、歳入につきましては国庫支出金に財源を求

めるとともに、必要となる一般財源については繰越

金に財源を求め、歳出との均衡を図ったものでござ

います。 

 以下、議案を朗読してご説明申し上げます。 

 議案第１号 令和２年度余市町一般会計補正予

算（第３号）。 

 令和２年度余市町の一般会計の補正予算（第３

号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１億2,326万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ106億7,330万4,000円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 歳出からご説明申し上げます。２ページをお開き

願います。３、歳出、２款総務費、１項総務管理費、

15目新型コロナウイルス対策事業費、補正額１億

1,093万8,000円につきましては、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画に計上

いたしました事業の補正計上でございます。10節需

用費265万8,000円につきましては、公共施設等及び

指定避難所における感染防止に係る消耗品費と事

務費の計上でございます。11節役務費５万円につき

ましては、事務費の計上でございます。14節工事請

負費4,960万円につきましては、公立保育所の換気

及びトイレ設備を整備する環境衛生整備工事400万

円、潮見、白岩地区の水産加工用水供給施設整備工

事1,300万円、各小中学校トイレ改修工事3,260万円

の計上でございます。17節備品購入費1,755万円に

つきましては、小中学生の情報機器端末購入に係る

備品購入費の計上でございます。18節負担金補助及

び交付金4,108万円につきましては、余市協会病院

が実施するＰＣＲ検査体制整備事業補助金883万

円、町内飲食店等での感染リスクの低減と事業継続

支援のための新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策支援補助金500万円、休業要請に応じていただ

いた事業者の事業継続支援のための支援助成金

2,400万円の追加計上、タクシー事業者が実施する

テークアウト代行事業支援助成金60万円、修学旅行

保護者負担軽減助成金265万円の補正計上でござい

ます。 

 10款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、補

正額846万円、17節備品購入費846万円につきまして

は、ＧＩＧＡスクール構想における児童の情報機器

端末の購入に係る備品購入費の補正計上でござい

ます。 

 10款教育費、３項中学校費、１目学校管理費、補

正額387万円、17節備品購入費387万円につきまして

は、小学校費同様、生徒の情報機器端末購入に係る

備品購入費の補正計上でございます。 

 次に、歳入につきましてご説明申し上げます。１

ページをお開き願います。下段でございます。２、

歳入、15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務

費国庫補助金、補正額１億684万2,000円、１節総務

費国庫補助金１億684万2,000円につきましては、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

の計上でございます。 

 ５目教育費国庫補助金、補正額1,233万円、１節

小中学校費国庫補助金1,233万円につきましては、

公立学校情報機器整備費補助金の補正計上でござ

います。 

 次のページをお開き願います。20款繰越金、１項

繰越金、１目繰越金、補正額409万6,000円、１節繰

越金409万6,000円につきましては、必要となる一般

財源の計上でございます。 

 以上、議案第１号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 
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〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇18番（岸本好且君） 新型コロナウイルス対策事

業費の工事請負費についてお伺いをします。 

 今回教育環境整備ということでトイレの改修工

事、各小中学校が金額が相当大きく計上されていま

す、3,260万円ということで。多分これ洋式トイレ

を整備するということと思いますけれども、工事の

主な工事内容、規模も含めてお知らせください。 

 それと、私も洋式トイレの設置率を上げるという

ことで一般質問も過去にしておりますけれども、今

回おかげさまでこういう大きな金額を予定してい

るということで、この工事が完了した頃には各学

校、相当数設置率が上がるのでしょうか。学校によ

っては100％というところも出てくるのかどうか、

その辺お聞きしたいと思います。 

 それから、工事期間の関係なのです。コロナの関

係で洋式トイレだとすれば便器も含めてその搬入

といいますか、納入というのが何か遅れるというこ

ともちょっと心配しているのですけれども、こうい

う工事の流れ、工事期間、どのぐらい見ていらっし

ゃるか、この３点お聞きします。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 18番、岸本議員の

ご質問にご答弁申し上げます。 

 小中学校のトイレ工事に係る部分でございます。

まず、工事内容につきましては、ご指摘のとおり和

式トイレを洋式トイレに変更するという工事内容

になってございます。規模につきましては、設置率

との兼ね合いがありますけれども、おおむね70％程

度を目指して洋式化を行うと。ただし、大川小学校

につきましては既に70％に到達しておりますので、

大川小学校を除く各校の70％を目指すということ

になってございます。 

 続きまして、工事期間でございますが、設置台数

も多いものですから、できるだけ早く工事のほうを

発注をかけさせていただきまして、子供たちに洋式

トイレのほうを提供できるような形を取りたいと

考えてございますので、ご理解をお願いしたいと存

じます。 

〇18番（岸本好且君） 今お聞きしましたら、相当

大きな工事ということで、期間も含めて。 

 それで、大川小学校が70％いっているということ

で、今回のこの工事で100％の目標になっているの

か。 

 それと、これ各学校、大川小学校が70％で一番高

いと思うのですけれども、これ全部の学校を平均し

て工事を進めるのか、それまず確認したいです。 

 それと、学校がずっと休み状態で、６月１日から

再開するのですけれども、学習の関係もあるのです

けれども、工事することによって児童生徒の教育環

境といいますか、特に新１年生なんかは全然まだ学

校ほとんど行っていない状況で、これ工事期間の関

係もあるのですけれども、例えば夏休みがどうなる

かちょっと別として、冬休みだとか、そういうとき

に集中して工事をするということなどは、それも考

えているかどうか、その２点、質問いたします。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 18番、岸本議員の

再度のご質問に答弁申し上げたく存じます。 

 まず、パーセンテージにおきましては大川小学

校、既に70％達成していると。そのほかの学校もお

おむね70％を目標にやっていくという形になって

ございます。私どもで計画している内容では、合計、

全校合わせますと今回行う大川小学校を除く６校

の工事につきましては69.7％を目指して工事をし

ていこうというふうに考えてございます。 

 あと、工事期間に係る学校への影響でございます

が、夏休み、冬休みも利用しながら、さらには業者

さんと、あと学校にもご協力いただかなければなら

ない部分もあろうかと思いますが、例えば放課後で

すとか、そういった部分を利用しながら早急にやり

たいと、工事させていただきたいというふうにお願

いしていこうと思っておりますので、ご理解のほど

お願いしたいと思います。 
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〇14番（大物 翔君） 大きく２つ伺います。 

 全部２ページに書いてあることなのですけれど

も、１つ目が先ほどご説明いただきましたＰＣＲ検

査の、協会病院の件だったのですけれども、これの

件、昨日の道新にも載っておりました。一回に８人

分検査できる機器を導入しているということだっ

たのですけれども、ちなみにこれはもし物理的に検

査能力を高めようとすればこれ以上の、人手とお金

が必要ですけれども、設備の増強というのは果たし

て可能なのか。これ以上は増強はちょっと難しいの

で、今回はこの予算でという話になったのか、その

辺がちょっと知りたいなというのが１つ。 

 あと、小中学校の端末導入の話だったのですけれ

ども、当初予算でも一応その辺の予算は組まれてい

たけれども、全生徒分には至っていなかったと。今

回この1,200万円相当の予算を使用することによっ

て一応数字上は全生徒分に当たるというふうにな

っていくだろうとは思うのですけれども、想定され

る利用する場所というのは今のところ学校内とい

うことで考えていらっしゃるのか、あるいは今後の

状況によっては持ち帰っていただいて、学校外で使

うことも念頭に置いているのか、その辺伺いたいと

思います。 

〇子育て・健康推進課長（芹川かおり君） 14番、

大物議員のご質問にご答弁申し上げます。 

 ＰＣＲ検査の検査能力の部分についてのご質問

かと思います。こちらにつきましては、余市協会病

院のほうから今回導入する機器におきまして１日

８人分というように伺ってございます。 

 設備の増強等につきましては、協会病院のほうか

らもお話のほうは伺ってはおりません。 

（何事か声あり） 

 余市協会病院の部分につきましては、現在１日８

人分ということで伺ってございますけれども、今後

の増強等の内容につきましては余市協会病院のこ

れからの状況によって、また増強等が可能かどうか

というところに関しましては今こちらのほうで把

握していないということでご理解いただければと

いうふうに思います。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 14番、大物議員の

ご質問にご答弁させていただきたく存じます。 

 まず、今回補正予算でご提案させていただいてお

ります小中学校の端末整備についてでございます。

これにつきましては全生徒分なのかというご質問

でございましたが、今回補正で提案させていただい

ている台数につきましては、ＧＩＧＡスクール構想

とも連動いたしますが、ＧＩＧＡスクール構想では

３人に２台分は国庫補助がいただけるということ

になってございます。ただし、３人に１台分につき

ましては地方負担で整備していただきたいという

ふうになってございますので、コロナウイルス対策

事業費の中に計上させていただいております備品

購入費につきましては３人に１台分の端末費にな

ってございます。 

 続きまして、２項小学校費と３項中学校費に計上

させていただいております端末の経費につきまし

ては、ＧＩＧＡスクール構想で内定いただきました

小学校５年生、小学校６年生、中学校１年生の人数

を基本と考える台数になってございます。ただし、

国のほうの補正予算では今後そのほかの学年も整

備していくというような、３人に２台分は補助をい

ただけるような形で整備していくという構想が出

されておりますので、今後計画的に整備していくと

いうような形になってございますので、ご理解のほ

どお願いしたいと思います。 

 もう一つ、利用する場所についてでございます

が、現在臨時休業が長引いている状況でございまし

て、６月１日からは再開できるような形に今のとこ

ろはなっているのでございますが、今後の感染拡大

にも備えるという意味では、現在保護者様に対して

私どものほうでご家庭のネット環境を調査させて

いただいている状況でございます。こちらの結果を

基に今後学校外でも使えるような形を取れるかど

うかを調査研究しながら検討してまいりたいとい
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うふうに考えてございますので、ご理解のほどお願

いしたいと思います。 

〇14番（大物 翔君） ＰＣＲ検査のことは分かり

ました。 

 先ほどの学校での端末の話だったのですけれど

も、確かに先週締切りで各保護者にアンケート調査

は来ていました。非常に簡単なもので、ネット環境

あるのですか、ないのですかというような調査だっ

たかと思うのですけれども、一番いいのは確かに通

常どおり学校が再開できて、学校の中で使えるのが

ベストなのですけれども、先はちょっと読めない

と。可能性を探っていくのはいいのですけれども、

その際に１つ問題になってくるのが同じネット回

線があったとしても容量に関係なく何ぼでも使え

るタイプなのか、あるいは携帯電話の回線など使っ

ているタイプの何とかエアとかいうようなタイプ

のやつです。あれだと基本的に従量制限かかってい

るケースも結構あったと思うのです。今直近どうな

っているかはあれですけれども、昔はそうだった

と。とすれば、さらにオンラインで何らかの授業を

やっていこうと思えば、基本的にはビデオ通話モー

ドでやる形になっていくと思うのです。そうする

と、やり取りするデータ量が多くなるということが

あるので、それで上限目いっぱいにいってしまった

らいきなり回線が重たくなって、処理落ちするとい

うことも想定されるのではないかなというのが１

つと、あともう一つはネット回線がないという家庭

も恐らくあると思うのです。スマホは持っているけ

れども、インターネット回線はないとか、そういう

ケースも考えられると思うので、これをやっていこ

うと思ったらなかなかそういう、義務教育という考

え方でいけば教育を受ける環境に差をつくらない

ようにしようという建前がある一方で、どうしても

そういう各家庭の環境による差というのは出ざる

を得なくなってくるだろうと。その辺の負担も考え

て、どうしていこうと考えるのかというのが今後ま

すます重要になってこようかなと思うのですけれ

ども、これは確かに先の話だし、可能性を今検討し

ている段階だとは思うのですが、その辺どう考えて

いますか。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 14番、大物議員の

再度のご質問にご答弁させていただきたく存じま

す。 

 議員ご指摘のとおり、各ご家庭の環境に応じて違

いがあるというふうな認識は教育委員会でも持っ

ているところでございます。今後におきまして、調

査を基にどういった形が一番子供たちにとってい

いのかというのを検討しながら、最適な形を目指し

てやっていきたいというふうに考えてございます

ので、ご理解のほどをお願いしたいと思います。 

〇８番（白川栄美子君） 18節のテークアウト代行、

利用した場合に個人の負担は全くないのかという

ことと、それから修学旅行の保護者負担の軽減、こ

れどういうことなのか説明お願いします。 

〇企画政策課長（阿部弘亨君） ８番、白川議員の

質問についてご答弁申し上げます。 

 このテークアウト代行事業でございますが、この

事業はタクシー事業者が新型コロナウイルス感染

症拡大防止による外出自粛等の影響による旅客輸

送需要が激減しており、また飲食店も店内での営業

の自粛等により衣料、食料の配送に係るニーズが増

加していることで、今般タクシー事業者が一定の条

件下において有償で貨物運送を行うことが特例的

に認められており、このたび本町のタクシー事業者

もこの有償貨物運送の許可を取っております。そこ

で、本町地域おこし協力隊の発案で事業者向けで５

月18日から本日までお試しツーウイーク企画で行

っております、余市助け合いテークアウトを今行っ

ているのですけれども、これが好評を得ていること

から、６月８日から本格的に実施したいと考えてお

り、タクシー事業者についてもこの取組からタクシ

ーによる配送を実施したいとの意向があったこと

から、町がこのタクシー配送の料金の一部を助成す

ることによりこの取組を促進するものでございま
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す。あと、料金につきましてはタクシー事業者、注

文者、飲食者とも分かりやすい料金の設定にしたい

との考えから、注文１件につき町内一律700円とし、

町が500円を助成することにより注文者が200円の

負担でタクシー配送を利用できるような料金設定

となっております。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） ８番、白川議員の

ご質問にご答弁させていただきたく存じます。 

 修学旅行の保護者負担軽減に関するご質問でご

ざいます。例年ですけれども、小学校６年生と中学

校３年生の修学旅行につきましては１学期に実施

されるのが例年の計画でございますが、このたびの

コロナウイルス感染症の影響を受けまして、２学期

以降に延期せざるを得ないというような状況にな

ってございます。今各学校では実施時期も含めまし

て検討しているところでございますが、感染症対策

等の一つとしまして、例えばですけれども、バスの

座席をちょっと離して座らなければいけないとか、

あとは旅行期間が変わったことによって旅行代金

がそもそも上がってしまうですとか、そういったこ

ともありますので、こちらにつきまして保護者の負

担を軽減するために計上させていただいている次

第でございますので、ご理解をお願いしたいと思い

ます。 

〇８番（白川栄美子君） テークアウトのほうで、

今お試しでやって、結構利用者がいたということな

のですけれども、今後利用が増えたら予算もたくさ

ん足していくということで考えていいのですか。予

算は何件までという決まりはあるのですか。 

〇企画政策課長（阿部弘亨君） ８番、白川議員の

再度の質問についてご答弁申し上げます。 

 このテークアウト事業ですけれども、事業者が今

回の有償貨物運送の許可を取っているのが今回コ

ロナの特例によるもので、９月30日までという形に

なっております。ですから、この事業につきまして

も９月30日までのタクシー配送について助成する

というものになっております。予算につきましても

基本的には９月30日までのものを予想して積算し

てございますけれども、今後は様子を見ながら検討

していきたいなというふうに思っております。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号 令和２年度余市町一般会計

補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第12、議案第２号 令

和２年度余市町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た議案第２号 令和２年度余市町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）につきまして、提案理由

をご説明申し上げます。 

 今回ご提案いたしました補正予算につきまして

は、新型コロナウイルス感染症対策において後ほど

ご提案申し上げます余市町国民健康保険条例附則
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第２条に基づく傷病手当金の補正計上と併せまし

て、地方自治法施行令第166条の２の規定に基づき

令和元年度決算見込みによる歳入不足額を令和２

年度予算から繰上げ充用を行うべく関連する歳入

歳出予算の補正計上を行うものでございます。現時

点における令和元年度の決算見込みでございます

が、先ほど報告第３号で申し上げましたとおり、歳

出見込額約27億3,300万円に対し歳入見込額が約

26億5,300万円となり、歳入不足額が約8,000万円と

なる見込みでございます。したがいまして、令和元

年度決算処理において当該不足額を令和２年度の

歳入歳出予算に計上した上で令和元年度へ繰上げ

充用いたしたくご提案申し上げるものでございま

す。 

 なお、繰上げ充用に要する財源といたしまして、

道支出金の保険給付費等交付金に求め、収支均衡を

図ったものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第２号 令和２年度余市町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）。 

 令和２年度余市町の国民健康保険特別会計の補

正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ8,050万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ28億5,950万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 初めに、歳出からご説明申し上げます。２ページ

をご覧願います。下段でございます。３、歳出、２

款保険給付費、１項保険給付費、６目傷病手当金、

補正額50万円、18節負担金補助及び交付金50万円に

つきましては、傷病手当金の増額補正でございま

す。 

 10款前年度繰上充用金、１項前年度繰上充用金、

１目前年度繰上充用金、補正額8,000万円、21節補

償補填及び賠償金8,000万円につきましては、令和

元年度の決算見込みにおきまして歳入不足額が見

込まれることから、繰上げ充用を行うための増額補

正でございます。 

 次に、歳入についてご説明を申し上げます。本ペ

ージ上段でございます。２、歳入、４款道支出金、

１項道補助金、１目保険給付費等交付金、補正額

8,000万円、２節保険給付費等交付金（特別交付金）

8,000万円につきましては、繰上げ充用に要する財

源の増額補正でございます。 

 ２目調整交付金、補正額50万円、１節特別調整交

付金50万円につきましては、傷病手当金に要する財

源の増額補正でございます。 

 以上、議案第２号につきましてご説明を申し上げ

ましたので、よろしくご審議の上、ご決定を賜りま

すようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号 令和２年度余市町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

可決されました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午後 １時４３分 

                              

再開 午後 ２時００分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第13、議案第３号 余

市町手数料徴収条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇福祉課長（照井芳明君） ただいま上程されまし

た議案第３号 余市町手数料徴収条例の一部を改

正する条例案につきまして、提案理由を申し上げま

す。 

 このたびの一部改正につきましては、情報通信技

術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性

の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図る

ための行政手続等における情報通信の技術の利用

に関する法律等の一部を改正する法律（令和元年法

律第16号）第４条の規定により、行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律（平成25年法律第27号）が改正され、通知カ

ードが廃止されることとなったため、所要の改正を

行うものであります。 

 改正の主な内容としましては、当該通知カードの

再交付に係る手数料を削除するものであります。 

 以下、提案文を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第３号 余市町手数料徴収条例の一部を改

正する条例案。 

 余市町手数料徴収条例の一部を改正する条例を

次のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町手数料徴収

条例の一部を改正する条例。 

 余市町手数料徴収条例（平成12年余市町条例第３

号）の一部を次のように改正する。 

 別表の12の項を次のように改める。 

 12 削除 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第３号につきまして提案理由を申し上

げましたので、よろしくご審議、ご決定賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照表

を添付いたしておりますので、ご高覧いただきたい

と存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 今回マイナンバーの通知カ

ードの新発行がなくなるという話で、今回給付金の

関係とかもありまして、このマイナンバーというも

の全体が非常に大きくクローズアップされた問題

でもあったかと思うのですが、ちなみに余市町での

現在の普及率というのは果たしてこの間上がった

のかなという素朴な疑問もあるのですけれども、ど

うなのでしょう。ほとんどの人が持っていないとな

れば、このシステム自体が結局有用なものにはなっ

ていかないのではないかなと。私自身はこの制度自

体がどうなのだろうと思う立場なのですが、現在の

余市町の普及率はどうでしょう。 

〇福祉課長（照井芳明君） 14番、大物議員のマイ

ナンバーの普及状況について答弁させていただき

ます。 

 私の手元にあるのが令和２年４月26日現在の数

値でございますが、マイナンバーカードを交付して

いる人数につきましては2,062人となってございま

す。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号 余市町手数料徴収条例の一

部を改正する条例案は、原案のとおり可決されまし

た。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第14、議案第４号 余

市町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例案を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇子育て・健康推進課長（芹川かおり君） ただい

ま上程されました議案第４号 余市町特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案につきま

して、提案理由をご説明申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、子ども・子育て

支援法の規定に基づく特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める省令

の一部が改正されたことに伴い、本町条例について

も同様の改正を行うものでございます。 

 内容といたしましては、特定地域型保育事業の地

域型保育事業所卒園後の受入先確保について、引き

続き教育、保育の提供を受けることができる場合に

は受入先確保のための連携施設の確保を不要とす

る要件緩和がされたことから、所要の改正を行うも

のでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第４号 余市町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案。 

 余市町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例を次のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開きください。余市町特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例。 

 余市町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例（平成27年余市

町条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第42条第４項中「特定地域型保育事業者による第

１項第３号に掲げる事項に係る連携施設の確保が

著しく困難であると認めるときは、同号」を「次の

いずれかに該当するときは、第１項第３号」に改め、

同項に次の２号を加える。 

 （１） 町長が、児童福祉法第24条第３項の規定

による調整を行うに当たって、特定地域型保育事業

者による特定地域型保育の提供を受けていた満３

歳未満保育認定子どもを優先的に取り扱う措置そ

の他の特定地域型保育事業者による特定地域型保

育の提供の終了に際して、当該満３歳未満保育認定

子どもに係る教育・保育給付認定保護者の希望に基

づき、引き続き必要な教育・保育が提供されるよう

必要な措置を講じているとき。 

 （２） 特定地域型保育事業者による第１項第３

号に掲げる事項に係る連携施設の確保が著しく困

難であると認めるとき（前号に該当する場合を除
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く。）。 

 第42条第５項中「前項」の次に「（第２号に係る

部分に限る。）」を加える。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第４号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照表

を添付いたしておりますので、ご高覧いただきます

ようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号 余市町特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例案は、原案のとおり

可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第15、議案第５号 余

市町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇子育て・健康推進課長（芹川かおり君） ただい

ま上程されました議案第５号 余市町放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例案につきまして、その

提案理由をご説明申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、児童福祉法の規

定に基づく放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める省令の一部が改正された

ことに伴い、本町条例についても同様の改正を行う

ものでございます。 

 内容といたしましては、放課後児童支援員の認定

資格研修に関する研修の実施権限について中核市

の長が加えられたことから、支援員が受講しやすい

環境を整備するため、改正を行うものでございま

す。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第５号 余市町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例案。 

 余市町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開きください。余市町放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例。 

 余市町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例（平成27年余市町条例第

２号）の一部を次のように改正する。 

 第10条第３項中「指定都市」の次に「若しくは同

法第252条の22第１項の中核市」を加える。 

 附則 
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 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第５号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照表

を添付いたしておりますので、ご高覧いただきます

ようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第５号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号 余市町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例案は、原案のとおり可決されま

した。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第16、議案第６号 余

市町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇子育て・健康推進課長（芹川かおり君） ただい

ま上程されました議案第６号 余市町家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案につきまして、その提案理

由をご説明申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、児童福祉法の規

定に基づく家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める省令の一部が改正されたことに

伴い、本町条例についても同様の改正を行うもので

ございます。 

 内容といたしましては、家庭的保育事業所等の地

域型保育事業所卒園後の受入先確保について、引き

続き教育、保育の提供を受けることができる場合に

は受入先確保のための連携施設の確保を不要とす

る要件緩和並びに保護者の疾病や障害等により養

育を受けることが困難な乳幼児に対する居宅訪問

型保育の実施を可能とする運営基準が拡大された

ことから、所要の改正を行うものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第６号 余市町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例案。 

 余市町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例を次の

とおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開きください。余市町家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例。 

 余市町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例（平成27年余市町条例第３号）

の一部を次のように改正する。 

 第６条第４項中「家庭的保育事業者等による第１

項第３号に掲げる事項に係る連携施設の確保が著

しく困難であると認めるときは、同号」を「次のい

ずれかに該当するときは、第１項第３号」に改め、
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同項に次の２号を加える。 

 （１） 町長が、法第24条第３項の規定による調

整を行うに当たって、家庭的保育事業者等による保

育の提供を受けていた利用乳幼児を優先的に取り

扱う措置その他の家庭的保育事業者等による保育

の提供の終了に際して、利用乳幼児に係る保護者の

希望に基づき、引き続き必要な教育又は保育が提供

されるよう必要な措置を講じているとき。 

 （２） 家庭的保育事業者等による第１項第３号

に掲げる事項に係る連携施設の確保が、著しく困難

であると認めるとき（前号に該当する場合を除

く。）。 

 第６条第５項中「前項」の次に「（第２号に該当

する場合に限る。）」を加える。 

 第37条第４号中「場合」の次に「又は保護者の疾

病、疲労その他の身体上、精神上若しくは環境上の

理由により家庭において乳幼児を養育することが

困難な場合」を加える。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第６号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照表

を添付いたしておりますので、ご高覧いただきます

ようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号 余市町家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例案は、原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第17、議案第７号 余

市町国民健康保険条例の一部を改正する条例案を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た議案第７号 余市町国民健康保険条例の一部を

改正する条例案につきまして、その提案理由をご説

明申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます余市町国民健康保

険条例の一部を改正する条例案につきましては、令

和２年３月10日付、国の新型コロナウイルス感染症

に関する緊急対応策において、国民健康保険の被保

険者が新型コロナウイルス感染症に感染するなど

した場合に傷病手当金を支給する市町村に対し支

給額全額について国が特例的な財政支援を行うと

決定されたことに伴い、余市町国民健康保険条例に

つきましても関係部分について所要の改正を行お

うとするものでございます。 

 改正の主な内容といたしましては、国民健康保険

に加入し、給与の支払いを受けている方が新型コロ

ナウイルス感染症に感染、または感染が疑われる場

合において療養のため労務に服することができず、

給与の支払いを受けることができない期間の臨時
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的支援措置として傷病手当金を支給するための改

正を行うものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第７号 余市町国民健康保険条例の一部を

改正する条例案。 

 余市町国民健康保険条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町国民健康保

険条例の一部を改正する条例。 

 余市町国民健康保険条例（昭和35年余市町条例第

22号）の一部を次のように改正する。 

 附則を附則第１条とし、同条に見出しとして「（施

行期日）」を付し、附則に次の３条を加える。 

 （新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者

等に係る傷病手当金） 

 第２条 給与等（所得税法（昭和40年法律第33号）

第28条第１項に規定する給与等をいい、賞与（健康

保険法第３条第６項に規定する賞与をいう。）を除

く。以下同じ。）の支払を受けている被保険者が療

養のため労務に服することができないとき（新型コ

ロナウイルス感染症（新型インフルエンザ等対策特

別措置法（平成24年法律第31号）附則第１条の２に

規定する新型コロナウイルス感染症をいう。以下同

じ。）に感染したとき又は発熱等の症状があり当該

感染症の感染が疑われるときに限る。）は、その労

務に服することができなくなった日から起算して

３日を経過した日から労務に服することができな

い期間のうち労務に服することを予定していた日

について、当該被保険者の属する世帯の世帯主に対

し、傷病手当金を支給する。 

 ２ 傷病手当金の額は、１日につき、傷病手当金

の支給を始める日の属する月以前の直近の継続し

た３月間の給与等の収入の額の合計額を就労日数

で除した額（その額に、５円未満の端数があるとき

は、これを切り捨て、５円以上10円未満の端数があ

るときは、これを10円に切り上げるものとする。）

の３分の２に相当する額（その額に、50銭未満の端

数があるときは、これを切り捨て、50銭以上１円未

満の端数があるときは、これを１円に切り上げるも

のとする。）とする。ただし、その額が健康保険法

第40条第１項に規定する標準報酬月額等級の最高

等級の標準報酬月額の30分の１に相当する額の３

分の２に相当する額を超えるときは、その額とす

る。 

 ３ 傷病手当金の支給期間は、その支給を始めた

日から起算して１年６月を超えないものとする。 

 （新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者

等に係る傷病手当金と給与等との調整） 

 第３条 新型コロナウイルス感染症に感染した

場合又は発熱等の症状があり当該感染症の感染が

疑われる場合において給与等の全部又は一部を受

けることができる者に対しては、これを受けること

ができる期間は、傷病手当金を支給しない。ただし、

その受けることができる給与等の額が、前条第２項

の規定により算定される額より少ないときは、その

差額を支給する。 

 次のページをお開き願います。 

 第４条 前条に規定する者が、新型コロナウイル

ス感染症に感染した場合又は発熱等の症状があり

当該感染症の感染が疑われる場合において、その受

けることができるはずであった給与等の全部又は

一部につき、その全額を受けることができなかった

ときは傷病手当金の全額、その一部を受けることが

できなかった場合においてその受けた額が傷病手

当金の額より少ないときはその額と傷病手当金と

の差額を支給する。ただし、同条ただし書の規定に

より傷病手当金の一部を受けたときは、その額を支

給額から控除する。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行し、改正後の附則

第２条から第４条までの規定は、傷病手当金の支給

を始める日が令和２年１月１日から規則で定める

日までの間に属する場合に適用する。 
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 以上、議案第７号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料として条例の新旧対照表を添付し

ておりますので、ご高覧いただきたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 今回のこの制度改正という

ものは、大きく言うと極めて大きな前進だと私は捉

えています。今まで国保にはなかった傷病手当とい

う概念を盛り込んだという意味では、社会福祉の前

進という意味では極めて重要なことになろうと思

うのです。ただ、それがコロナにしか限定されてい

ないというのは大いに問題だと思っていますけれ

ども、今回、基本的には国の改正をそのまま下ろし

てきている形になっているとは思うのですけれど

も、働いている人、要は雇われている人はコロナに

感染した場合この制度にのっとって救済されると

思うのですけれども、では国保に加入している雇主

さんとか、そういった方は恐らくこれの対象になっ

ていかないのではないかなと思うのですが、そうい

う人たちがもし感染してしまったりした場合救済

するということだって本当はしなければいけない

ことなのではないかなと思うのですが、その辺どう

でしょう。 

〇保険課長（中島 豊君） 14番、大物議員の質問

に答弁いたします。 

 今回の国民健康保険条例の一部改正につきまし

ては、コロナ感染症が全国的に令和２年の１月から

発症者が現れたことによりまして、令和２年３月に

緊急対応策といたしまして、全国における国民健康

保険の保険者が傷病手当金というものを条例化し

ていないことを受けまして、国のほうにおいてあく

までも任意給付である傷病手当金というものに関

して条例化し、それを条例化することによって国の

ほうでは感染、または感染が疑われる方の給与収入

者、その方の無収入状態を補償、補填するという目

的のため、また収入がなくなったら困るという状況

を、感染している方が出勤し、感染を拡大させるこ

とを防止するためにこのような財政的支援措置と

いうものが講じられた部分でございますので、ご理

解賜りたいと存じます。 

〇14番（大物 翔君） おっしゃることはよく分か

るのです。そうなった場合、では余市町が今持って

いる制度の中で最初に申し上げた自営業者さん、要

は事業主さんがそうなってしまった場合の救済措

置はあったかなというふうに思うのです。今回のこ

の国の制度改正はそれはそれで分かるのだけれど

も、余市町で保険に加入されて、何らかの形で働い

ている方の命と健康を守るという視点でいけば、そ

ういった部分の任意給付だって制度化していく必

要が出てくるのではないかというふうに私は考え

るのです。今回のこの改正というのは、いわゆる国

民皆保険制度の中で一番弱い立場に置かれやすい

人を何とか救済しようというとても大事な試みだ

と思うのです。そうであるけれども、働いている従

業員の方の命だって大切だし、人を雇って仕事をし

ていたり、あるいは何かから仕事を請け負ってやっ

ている方の命だって同じぐらい重く大切なものだ

とするならば、従業員だけコロナにかかって、経営

者だけコロナにかからないなんていうことはあり

得ないわけなのですから、そこに変な壁は立てない

ほうがいいのではないかなと。もし今回の国の制度

改正の中でそれが認められていないとしても、自治

体判断でこれできる部分あるのではないかなとい

うふうに私は思うのです。余市町にいる人の命と健

康を救うのだという視点から考えれば、そういった

制度を追加していくことだって必要になってくる

のではないかなというふうに思うのですが、どうで

しょう。 

〇保険課長（中島 豊君） 14番、大物議員の再度

の質問にご答弁申し上げます。 

 確かに大物議員のご指摘されるとおり、国民健康
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保険に加入されている方、また日本全体の健康保険

においては国民皆保険ということで皆さんいずれ

かの健康保険に加入されている状況でございます。

ただ、このたびのコロナ感染症の対策防止に係る全

国の国民健康保険の保険者に対して厚労省の緊急

対応策として求めてきている部分に関しては、あく

までも被用者、給与収入のある方の収入補填を考え

ての財政支援措置ということになります。あくまで

も健康保険法の中には任意給付として傷病手当金

というものは法律上ございます。ただ、国民健康保

険において任意給付の部分を自主財源で対応して

いる市町村というのは全国的に見ても少ないかと

思います。よって、事業主、またフリーランス等委

託を受けて仕事をされている方等は今回の緊急対

応策の傷病手当金の対象には含まれてございませ

んので、その点ご理解いただきたいと存じます。 

〇13番（安久莊一郎君） 今のことに関わって、大

物議員が言われたように、やっぱり従業員にコロナ

感染防止の支援をすると。だけれども、例えば個人

事業主の場合はかかった場合に支援を受けられな

いというのはやっぱり問題だと思うのです。それ

で、私聞くところによりますと参議院の委員会の質

疑の中で、そういう事業者に対して支援をする、そ

ういうことを考えてやった場合、国のほうでそれを

認めるということが出ていると思いますけれども、

それについてはどうでしょうか。 

〇保険課長（中島 豊君） 13番、安久議員の質問

にご答弁申し上げます。 

 確かに安久議員がご指摘されるとおり、事業主、

また雇主、フリーランス等の方が疾病した場合に傷

病手当金、対象にするという、対応できる自治体に

関してはそこは別に対応してくださいと、そのよう

にルール上はなっております。ただし、このたび余

市町の健康保険条例の中で条例改正する部分とい

うのは、あくまでも国から全額の財政支援を受けて

対応するということで条例化し、コロナウイルスに

感染、もしくは疑いのある方の就業補償的な要素の

部分で傷病手当金というものを条例化し、予算化さ

せて、対応できるようにいたしたいということで条

例案として提案させていただいておりますので、そ

の点ご理解いただきたいと存じます。 

〇13番（安久莊一郎君） 町の立場として、財源の

問題で理解はできないことはないところもありま

すけれども、大物議員も言ったように、やっぱり町

として何とかそこを考えるというのをぜひ検討し

ていただきたいということを申し上げておきます。 

〇保険課長（中島 豊君） 13番、安久議員の再度

の質問にご答弁申し上げます。 

 先ほども答弁させていただきましたけれども、健

康保険法の中で傷病手当金というものは認められ

ている部分でございます。ただし、全国の国民健康

保険の保険者として見た場合に、そこは任意給付と

いいまして、自主財源で対応する給付という位置づ

けになっている部分がございますので、このたび財

政支援が全額支援していただけるという国の通達

がございましたので、これは条例の一部改正をし、

対応できるようにという考えで条例化した部分で

ございます。ご指摘のとおり、全部国民健康保険に

加入されている方が対応できるような傷病手当金

というものを考えた場合に現状の余市町の国民健

康保険の保険者としては財政的に非常に厳しい現

状であるということもご理解いただきたいと存じ

ますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号については委員会の付託を省

略することに決しました。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号 余市町国民健康保険条例の

一部を改正する条例案は、原案のとおり可決されま

した。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第18、議案第８号 余

市町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例案を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た議案第８号 余市町後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例案につきまして、その提案

理由をご説明申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます余市町後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条例案につき

ましては、北海道後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療に関する条例の一部改正（令和２年条例第４

号）が令和２年４月10日から施行されたことに伴

い、余市町後期高齢者医療に関する条例につきまし

ても関係部分について所要の改正を行おうとする

ものでございます。 

 改正の主な内容といたしましては、北海道後期高

齢者医療制度の被保険者が新型コロナウイルス感

染症に感染、または感染が疑われる場合において療

養のため労務に服することができなかった方の傷

病手当金の支給に係る申請書の受付に関する規定

を整備するための改正を行うものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第８号 余市町後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例案。 

 余市町後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例を次のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条例。 

 余市町後期高齢者医療に関する条例（平成20年余

市町条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中第８号を第９号とし、第７号の次に次の

１号を加える。 

 （８） 広域連合条例附則第５条第１項の傷病手

当金の支給に係る申請書の提出の受付 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第８号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料として条例の新旧対照表を添付し

ておりますので、ご高覧いただきたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号 余市町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例案は、原案のとおり

可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第19、議案第９号 余

市町介護保険条例の一部を改正する条例案を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（中島 豊君） ただいま上程されまし

た議案第９号 余市町介護保険条例の一部を改正

する条例案につきまして、その提案理由をご説明申

し上げます。 

 このたびご提案申し上げます余市町介護保険条

例の一部を改正する条例案につきましては、介護保

険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に

関する政令の一部を改正する政令（令和２年政令第

98号）が令和２年４月１日から施行されたことに伴

い、余市町介護保険条例につきましても関係部分に

ついて所要の改正を行おうとするものでございま

す。 

 改正の主な内容といたしましては、所得の少ない

被保険者に対する介護保険料の軽減措置が既に講

じられているところでございますが、このたびの政

令の一部改正により所得の少ない被保険者に対す

る軽減措置をさらに拡充する減額基準に改正され

たことに伴い、余市町介護保険料につきましても所

得段階が第１段階、第２段階及び第３段階の被保険

者に係る介護保険料を引き下げるための改正を行

うものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第９号 余市町介護保険条例の一部を改正

する条例案。 

 余市町介護保険条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町介護保険条

例の一部を改正する条例。 

 余市町介護保険条例（平成12年余市町条例第

11号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第２項中「令和元年度及び」及び「の各年

度」を削り、「２万3,900円」を「１万8,700円」に

改め、同条第３項中「令和元年度及び」及び「の各

年度」を削り、「２万3,900円」を「１万8,700円」

に、「３万7,100円」を「２万8,400円」に改め、同

条第４項中「令和元年度及び」及び「の各年度」を

削り、「２万3,900円」を「１万8,700円」に、「５

万1,000円」を「４万9,300円」に改める。 

 附則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、公布の日から施行し、令和２年

４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

 ２ 改正後の余市町介護保険条例第４条の規定

は、令和２年度以降の年度分の介護保険料について

適用し、令和元年度分までの介護保険料について

は、なお従前の例による。 

 以上、議案第９号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料として条例の新旧対照表を添付し

ておりますので、ご高覧いただきたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 今回の条例改正によってい

わゆる第１階層から第３階層に相当する方の介護

保険料が軽減されるということだと思うのですけ

れども、これによって軽減を新たに受けられること

になる人たちというのは全体で何人おるのかとい

うことと、あと集めなかった分は別のところからお

金が来るということになるのでしょうけれども、集

めないことになる金額というのは幾らになるので
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しょうか。お願いします。 

〇保険課長（中島 豊君） 14番、大物議員のご質

問に答弁申し上げます。 

 制度改正、このたびの軽減拡充の部分に関しての

ご質問でございますが、全体的な見込み数値になり

ますが、令和２年度の軽減対象者見込み数は全体で

第１、第２、第３段階合わせますと約3,450人と見

込んでおります。また、財政影響見込額として約

4,380万円の財政影響の見込みとなってございまし

て、そのうち一般会計の影響見込みといたしまして

は約1,095万円と見込んでございますので、ご理解

願いたく存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号 余市町介護保険条例の一部

を改正する条例案は、原案のとおり可決されまし

た。 

                             

〇議長（中井寿夫君） 日程第20、議案第10号 町

有財産の取得についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇環境対策課長（成田文明君） ただいま上程され

ました議案第10号につきまして、提案理由をご説明

申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます町有財産の取得に

つきましては、一般廃棄物最終処分場において使用

いたしますバックホウの購入について予定価格が

700万円以上の財産取得となりますことから、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第３条の規定に基づき議会の議決を求

めるものでございます。 

 本件のバックホウにつきましては、現在使用中の

車両が平成15年式であり、経年劣化の影響により老

朽化していることから、一般廃棄物最終処分場の維

持管理に支障を来すと判断し、更新を図るものでご

ざいます。本提案に先立ちまして、去る４月28日に

執行されました入札にて受注者が決定しましたこ

とから、町有財産の取得について議会の議決を求め

るべくご提案申し上げるものであります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第10号 町有財産の取得について。 

 次のとおり、バックホウを取得したいので、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例（昭和39年余市町条例第15号）第３条の

規定により議会の議決を求める。 

 令和２年５月29日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 記。 

 １、取得の目的、バックホウ取得。 

 ２、財産の取得の種類及び数量、バックホウ１台。 

 ３、取得の方法、指名競争入札。 

 ４、取得の価格、一金1,639万円也。 

 ５、取得の相手方、札幌市中央区大通西９丁目３

番地33、東日本テクノ株式会社代表取締役、吉田智。 

 以上、議案第10号につきまして提案理由をご説明

申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 
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 なお、参考資料を添付してございますので、ご高

覧賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議規

則第38条第３項の規定により委員会の付託を省略

いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第10号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号 町有財産の取得について

は、原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 以上で本日の日程は全て終

了いたしました。 

 よって、会議を閉じます。 

 これをもって令和２年余市町議会第２回臨時会

を閉会いたします。 

閉 会 午後 ２時５２分 
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